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前回調査では、近所づきあいの有無、地域や社会への貢献意欲などの傾向から、地域や社会への

つながりと幸福実感には関連があることがわかりました。この章では、「会話の頻度」、「地域活動

への参画状況」の今回調査で設けた新たな質問、「地域の住みやすさ」に関する分析を記載してい

ます。 

 

第１節 会話の頻度について 

１ 県全体の集計 

 普段、どの程度人と直接会話しているかを「家族」、「近所の人」、「職場や学校の人」、「友人、知人」

に区分して質問したところ、『日常的に会話』(※)している割合が最も高いのは「家族」（85.4%）であ

り、次に「職場や学校の人」(80.5%)、「近所の人」（22.3%）、「友人や知人」(17.2%)の順になってい

ます。また、『ふだん会話しない』割合が最も高いのは「友人や知人」(43.2%)となっています。（図

表4-1-1～4-1-3）。 

※ この章では『日常的に会話』（毎日～週に数回）、『ある程度会話』（週１回～月数回）、『ふだん会話しない』

（月に１回～年数回、年１回、まったくない（いない）の合計）の３区分として記述をしています。 

図表 4-1-1 会話の頻度（『日常的に会話』している割合） 

 

 

 

 

 

 

 

※「家族」、「近所の人」、「友人・知人」は有効回答者全てを対象に集計し（n=5,456）、「職場や学校の人」は「専業主婦・

主夫」、「無職」と回答した人を除いて集計しています。(n=3,431)(図表4-1-2、4-1-3も同様) 

図表 4-1-2 会話の頻度（『ある程度会話』している割合） 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-1-3 会話の頻度（『ふだん会話しない』割合） 
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第２節 地域活動への参画 

１ 県全体の状況 

 地域活動への参加状況と意欲をみると「ふだん参加している」と「参加した経験がある」を合計し

た『参加経験』の割合は「まちづくり、地域振興の活動」が47.0％で最も高く、「結婚支援や子育て

を助ける活動」は9.4％で最も低くなっています（図表4-2-1）。 

 「参加したことはないが、機会があれば参加したい」（『未経験（意欲あり）』）の割合は、「要介護

のお年寄りや障がい者の方などを助ける活動」が46.2％で最も高くなっています（図表4-2-2）。 

 「参加したことはなく、参加したいとも思わない」（『未経験（意欲なし）』）の割合は、「結婚支援

や子育てを助ける活動」が42.1％で最も高くなっています（図表4-2-3 ）。 

  
図表 4-2-1 地域活動への『参加経験』割合（項目別・割合順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-2-2 地域活動への『未経験（意欲あり）』割合（項目別・割合順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表4-2-3 地域活動への『未経験（意欲なし）』割合（項目別・割合順） 
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地域活動 地域 性別 年齢 主な職業 配偶関係 世帯類型 世帯収入

農林水産業

自営・自由業

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

農林水産業 二世代

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣 三世代

伊賀 農林水産業

東紀州 自営・自由業

20代 農林水産業

70以上 学生

農林水産業

自営・自由業

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

農林水産業

自営・自由業

400～500万円

800万円～

農林水産業

専業主婦

無職

600万円～

結婚支援や子育てを助ける活動 － 女性 30～40代 － 400～500万円

教育を助ける活動 伊賀 － 40～50代 有配偶 三世代

三世代 600万円～

要介護のお年寄りや障がい者の方
などを助ける活動

－ 女性 離死別 － 400～500万円

防犯・防災・交通安全の活動 男性 40～60代 有配偶

三世代 400～1000万円

環境美化、自然保護、リサイクル運
動など環境保全の活動

伊賀 男性 50～60代 有配偶 三世代 1000万円～

まちづくり、地域振興の活動 男性 50～60代 有配偶
伊賀
東紀州

一世代
400～500万円
800～1000万円

正規職員運動・スポーツ活動 伊賀 男性 50～60代 有配偶 三世代

文化芸術・趣味・娯楽活動 伊賀 女性 60以上 有配偶

地域活動 地域 性別 年齢 主な職業 配偶関係 世帯類型 世帯収入

正規職員

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

正規職員

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

専業主婦

20～30代

60代

正規職員

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

学生

正規職員

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣

300～500万円

結婚支援や子育てを助ける活動 － 女性 20～50代 有配偶
二世代
三世代

500～600万円
800万円～

教育を助ける活動 － － 20～30代 － －

－ －

要介護のお年寄りや障がい者の方
などを助ける活動

－ 男性 40～60代 ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣 有配偶 二世代 800～1000万円

防犯・防災・交通安全の活動 北勢 － 正規職員 未婚

－ －

環境美化、自然保護、リサイクル運
動など環境保全の活動

－ － 30～40代 ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣 未婚 － 800～1000万円

まちづくり、地域振興の活動 － － 20～40代 正規職員 未婚

500～600万円

文化芸術・趣味・娯楽活動 － 男性 20～50代 未婚 二世代 500～800万円

運動・スポーツ活動 － － 20～30代 未婚 －

２ 属性別の特徴 

(1) 『参加経験』者の特徴 

 各活動別に見ると、伊賀地域、40～60 歳代、農林水産業、自営・自由業、有配偶、三世代世帯

では、多くの活動で『参加経験』が高くなっています（図表4-2-4）。 

 性別に見ると、男性と女性では活動項目が異なる傾向にあり、世帯収入別では、中高所得層が高

くなっています。 

 また、「要介護者・障がい者支援」については、20 歳代と 70 歳以上の割合が高いなど、他の項

目とは異なる特徴となっています。 

図表 4-2-4 『参加経験』の割合が高い属性項目 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）『参加経験』の割合が県全体より高い属性項目で、統計的に有意な差（危険率5％未満）のものを記載しています。 

(2) 『未経験（意欲あり）』の特徴 

 多くの項目で、20 歳代、30 歳代の若年層、正規職員、パート・アルバイト・派遣社員などの被

雇用者、未婚の割合が高くなっています（図表4-2-5）。 

図表 4-2-5 『未経験（意欲あり）』の割合が高い属性項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（備考）『未経験（意欲あり）』の割合が県全体より高い属性項目で、統計的に有意な差（危険率5％未満）のものを記載しています。 






















